
「常に澄む」常澄中学校だより 令和５年４月１０日

No. １

「常に正しかれ」「常に豊かなれ」「常に気高かれ」

４月６日（木）、昇降口に集まった生徒は、学級の発表に歓声をあげていました。そし
て新任式。昨年度末に多くの先生方と別れ、寂しい思いがありましたが、今日は新しい
先生方との出会いがありました。次に始業式、真剣に話を聴く２・３年生の姿に、「新
たな気持ちで、新年度をスタートさせるぞ」という意気込みが感じられました。担任発
表、部活動顧問発表、顔合わせがあり、令和５年度がスタートしました。
７日（金）、学級活動後、入学式の準備がありました。全ての生徒が自分の役割を自覚
し、会場作成や体育館周りの清掃活動に取り組みました。風が強く、掃き清めるそばか
ら乱される悪天候ではありましたが、素晴らしい会場を完成させてくれました。新入生
を少しでも良い環境で迎えようとする常澄中の生徒の気持ちと、協力して成し遂げるそ
の力に、とても感動しました。
新型コロナウイルス感染症の流行による学校生活への影響がどうなるのか不透明な部分
は残っていますが、まずは生徒への教育活動を止めることなく，心に残る中学校生活と
なるように，教職員一丸となって教育活動を推進してまいります。ご家庭におかれまし
ても，さまざまなご負担や不安の中での生活を送られていることと思いますが、今後と
も、生徒の心や体の健やかな成長を支えてくださいますようお願いいたします。
以下に，本年度の教職員を掲載させていただきます。今年１年間，このスタッフで取り
組んでまいりますので、本校の教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。

よろしくお願いいたします！-本年度のスタッフです-

令和５年度がスタート



僕
は
二
年
生
に
な
っ
て
目
標
を
三
つ
立
て
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
学
習
面
に
お
い
て
で
す
。
僕
が
一
年

生
の
時
に
は
、
得
意
と
す
る
教
科
に
は
努
力
を
惜
し

み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
苦
手
な
教
科
の
克
服
の
た
め

に
は
力
を
注
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
反
省
か
ら
二

年
生
で
は
、
得
意
、
不
得
意
に
か
か
わ
ら
ず
ど
の
教

科
に
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
帰
宅
後
は
授
業
の
復
習
を
し
た
り
、

テ
ス
ト
前
に
ワ
ー
ク
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
た
り
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
部
活
動
に
お
い
て
で
す
。
僕
は
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

新
人
戦
で
は
、
水
戸
市
の
大
会
で
負
け
て
し
ま
い
、

残
念
な
が
ら
中
央
地
区
に
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
総
体
ま
で
三
年
生
と
部
活
動
が
で
き

る
の
は
残
り
わ
ず
か
な
時
間
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
総

体
で
は
中
央
地
区
に
進
出
で
き
る
よ
う
に
チ
ー
ム
で

力
を
合
わ
せ
て
一
生
懸
命
技
術
が
向
上
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
も
う
す
ぐ
一
年
生
が

正
式
に
入
部
し
ま
す
。
部
活
動
の
こ
と
を
丁
寧
に
教

え
て
あ
げ
る
な
ど
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
つ
め
は
、
生
活
面
に
お
い
て
で
す
。
中
学
校
に

入
学
し
て
一
年
が
過
ぎ
、
中
学
校
生
活
に
も
大
分
慣

れ
て
き
ま
し
た
。
一
年
生
で
は
、
新
し
い
友
達
も
増

え
て
、
楽
し
く
生
活
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
楽
し

い
会
話
に
気
を
と
ら
れ
、
三
分
前
着
席
が
守
れ
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
二
年
生
で

は
、
規
律
を
意
識
し
て
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
三
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
一
日
一
日

を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二年 F．Sさん 「新年度の抱負」

三
年
生
に
な
り
、
中
学
校
で
の
生
活
の
最
高
学
年
に
な

り
ま
し
た
。
生
活
や
行
事
な
ど
に
は
、
「
最
高
学
年
」
と

し
て
、
学
習
に
は
、
「
受
験
生
」
と
し
て
臨
む
こ
と
と
な

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
、
「
三
年
生
」
で
の
頑
張
り
た
い

こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
学
習
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
定
期
テ
ス
ト
や

実
力
テ
ス
ト
も
回
数
を
重
ね
、
自
分
の
解
答
を
振
り
返
る

と
、
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
な

の
で
ま
ず
は
、
日
々
の
学
習
か
ら
、
問
題
文
を
し
っ
か
り

と
読
む
こ
と
や
、
見
直
し
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し

て
行
い
た
い
で
す
。
ま
た
、
受
験
は
、
中
学
校
の
全
範
囲

か
ら
出
題
さ
れ
る
の
で
、
今
ま
で
の
問
題
も
繰
り
返
し
解

く
こ
と
や
、
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
教

科
書
な
ど
で
調
べ
た
り
し
て
、
最
後
ま
で
解
け
る
よ
う
に

し
て
お
き
た
い
で
す
。

二
つ
目
は
、
部
活
動
で
す
。
総
体
ま
で
約
二
か
月
と
な

り
、
部
活
動
を
引
退
す
る
日
が
、
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。

な
の
で
、
残
り
の
少
な
い
期
間
を
、
仲
間
と
共
に
高
め
合

い
な
が
ら
、
今
ま
で
よ
り
も
っ
と
、
元
気
に
活
動
し
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
日
々
の
練
習
で
自
分
の
技
術
を

磨
き
、
試
合
で
も
、
ワ
ン
プ
レ
ー
、
ワ
ン
プ
レ
ー
を
大
事

に
し
、
悔
い
の
無
い
よ
う
に
部
活
動
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
頑
張
り
た
い
で
す
。

三
つ
目
は
、
常
中
の
お
手
本
に
な
れ
る
人
に
な
る
こ
と

で
す
。
日
々
の
生
活
で
は
、
三
分
前
着
席
や
、
黙
働
な
ど

を
き
ち
ん
と
行
い
、
一
・
二
年
生
の
お
手
本
に
な
れ
る
三

年
生
を
目
指
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
生
徒
会
役
員
と
し
て
、

今
よ
り
も
、
も
っ
と
良
い
常
中
に
す
る
た
め
に
で
き
る
活

動
は
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
分
が
挙
げ
た
三
つ
の
目
標
を
、
一
年

間
か
け
て
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
頑
張
り
た
い
で
す
。

三年 S．Mさん 「三年生の抱負」

始業式で今年度の抱負を発表してくれた，藤田さんと鈴木さんの作文です。
どちらも今年にかける意気込みを感じるものです。素晴らしい内容なので，ご
紹介します。


